
　

５
月
30
日
㈭
、
西
川
ア
イ
プ

ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て

令
和
６
年
度
岡
山
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
定
時
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

開
会
式
典
で
は
、
高
橋
副
会

長
に
よ
る
開
会
の
こ
と
ば
、
国

歌
斉
唱
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に

尽
力
さ
れ
た
物
故
者
へ
の
黙
祷

が
行
わ
れ
た
後
、
遠
藤
会
長
が

あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
今
年
度
も

岡
山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

発
展
と
強
固
な
組
織
づ
く
り
を

築
く
た
め
、
さ
ら
な
る
協
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
大
森
雅
夫
市
長
、

田
口
裕
士
市
議
会
議
長
、
内
田

通
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
来
賓

紹
介
、
祝
電
披
露
を
経
て
議
案

の
審
議
へ
と
移
り
ま
し
た
。

（
２
頁
へ
続
く
）

内田市社協会長 田口市議会議長

大森市長遠藤会長
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会
則
の
定
め
に
よ
り
遠
藤
会
長

が
議
長
を
務
め
る
議
事
で
は
、
総

会
成
立
の
旨
が
報
告
さ
れ
た
後
、

以
下
の
事
項
が
報
告
・
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

【
報
告
事
項
】

①�

令
和
６
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

②�

令
和
６
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

③�

令
和
５
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

④��

表
彰
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

◦
第
１
号
議
案

　

�

令
和
５
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て

　

質
疑
応
答

の
後
、
す
べ

て
の
議
案
が

満
場
一
致
の

拍
手
を
も
っ

て
承
認
さ
れ
、

定
時
総
会
は

滞
り
な
く
終

了
し
ま
し
た
。

　

休
憩
後
、
前
岡
山
市
立
南
公
民

館
館
長
の
八
木
光
信
氏
を
迎
え
て

「
令
和
の
ネ
ッ
ト
時
代
を
ス
ト
レ

ス
な
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
」
と
題

し
た
健
康
づ
く
り
講
演
会
が
行
わ

れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す

る
に
あ
た
り
、
こ
れ
だ
け
は
気
を

つ
け
て
お
き
た
い
注
意
点
を
ス
ク

リ
ー
ン
を
使
っ
て
分
か
り
や
す
く

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
小
泉
副
会
長
が
閉
会

の
こ
と
ば
を
述
べ
、
令
和
６
年
度

の
定
期
総
会
は
閉
幕
し
ま
し
た
。

役職名 氏　名 選出区

会　 長 遠藤 　　剛 北 区 東 老 連

副会長 高橋 　三穂 北 区 西 老 連

副会長 小泉 　三郎 北 区 東 老 連

副会長 入澤 　桂子 南 区 老 連

副会長 片山 　　清 東 区 老 連

副会長 秋山 　佳子 女 性 部 会

理　 事 瀧本 　幸弘 北 区 東 老 連

理　 事 喜多 　一博 北 区 西 老 連

理　 事 藤木 省一郎 中 区 老 連

理　 事 戸田 　　隆 南 区 老 連

理　 事 川合 　　宏 東 区 老 連

監　 事 古好 　秀男 中 区 老 連

監　 事 曽我 　堯一 東 区 老 連
任期：令和７年度定時総会終結の時まで

令和６年度 岡山市老連役員名簿 令和６年度 岡山市老連定時総会

健
康
づ
く
り
講
演
会

令
和
６
年
度

前岡山市立南公民館館長
八木 光信 氏
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令和６年度 岡山市老連事業予定表
月 日 事業名 開催場所

５月 30日㈭ 定時総会・健康づくり講演会 西川アイプラザ 多目的ホール

６月 18日㈫ 第46回 健幸福祉演芸大会 岡山芸術創造劇場 ハレノワ 小劇場

７月
8日㈪ 高齢者地域リーダー研修会 市役所７階 大会議室

19日㈮ 岡山市・高松市老人クラブ交流演芸大会 サンポート高松 大ホール

８月 5日㈪〜7日㈬ 第49回 老人趣味の作品展 市役所１階 市民ホール

９月
10日㈫ シニア教養講座 市役所７階 大会議室

20日ごろ 全国一斉「社会奉仕の日」 各地区（単位クラブ）

10月
17日㈭ 第16回 老人クラブペタンク交流大会

  ※予備日：10月31日㈭ 奥市公園補助野球場

24日㈭ 第34回 老人クラブグラウンド・ゴルフ大会
  ※予備日：10月25日㈮

六番川水の公園
多目的広場

11月 6日㈬ 第61回 岡山市高齢者福祉大会 百花プラザ多目的ホール

12月 11日㈬ 高松市・岡山市老人クラブ
交流グラウンド・ゴルフ大会 岡山ドーム

令和7年２月 20日㈭ 校区会長研修会 市役所７階 大会議室

年２回（８月・1月） 広報誌「桃太郎シニア岡山」の発行

令和６年度 全老連等事業予定表
月 日 事業名 開催場所

７月 11日㈭〜12日㈮ 中国・四国ブロック老人クラブ
リーダー研修会 徳島県

10月 19日㈯〜22日㈫ 第36回 全国健康福祉祭とっとり大会
ねんりんピックはばたけ鳥取2024 鳥取県

11月 20日㈬〜21日㈭ 第53回 全国老人クラブ大会 神奈川県・横浜市
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　６月18日㈫、岡山芸術創造劇場ハレノワにおい
て第46回健幸福祉演芸大会が開催されました。今
大会には歌や日舞、楽器演奏、ダンスといったさ
まざまな演目で29組が出演し練習の成果を披露。
素晴らしい演芸に会場からは大きな拍手と声援が
都度わき起こって盛り上がりをみせました。

傘踊り「男節」田益桃寿会の皆さん

創作ダンス「東京ブギウギ」彦崎悠ゆうクラブの皆さん

民踊「鬼剣舞」芳田第７老人クラブの皆さん

演歌「坂道」
大場 　農さん

歌「島のブルース」
大谷 百合子さん

日舞「春秋の舞」
細川 和子さん

歌「無法松の一生」
佐々木 英一さん

大正琴「風雪流れ旅」平島ことぶき会の皆さん
演歌「津軽の灯」
藤原 正夫さん

演歌「津軽慕情」
三井 　健さん

日舞「木場の女」
岡田 八重子さん

舞踊「風雪流れ旅」
梶原 静子さん

歌「明日の詩」
人見 　昭さん

開会のことば
遠藤　　剛会長
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リバイバルダンス「三百六十五歩のマーチ」福富西緑栄会の皆さん

日本民踊「下津井節」徳吉町長寿会の皆さん

日舞「祝い囃子」藤原団地旺美会の皆さん

創作ダンス「長生きサンバ」青葉団地町内会高齢者部の皆さん

日舞「龍馬残影」
太田 芳枝さん

演歌「津軽三味線ひとり旅」
梶原 益江さん

日舞「さざんかの宿」
大治 智慧子さん

明暗流尺八「調子 田毎の月」
明楽 宗寿さん

小唄「お染」追分シニアクラブのお二人
詩吟「九月十三夜陣中の作」
小山 秀俊さん

演歌「母は今でもこころの港」
光森 哲己さん

演歌「倉敷川哀歌」
山下 貞夫さん

歌「素謡 謡曲賀茂」
寶藏 史朗さん

歌「岸壁の母」
馬場 悦子さん

演歌「日本の男」
田宮 義行さん

歌「一枚の写真」
古家野 静子さん

閉会のことば
入澤　桂子副会長
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私たちの地域を紹介します
　

浮
田
沼
地
区
は
、
岡
山
市
の

東
北
（
浮
田
小
学
校
区
）
に
位

置
し
、
戦
国
乱
世
の
吉
備
国
を

制
覇
し
た
戦
国
大
名
宇
喜
多
直

家
が
沼
亀
山
城
（
平
成
24
年
に

岡
山
市
指
定
史
跡
と
な
っ
た
）

を
構
え
て
飛
躍
の
礎
を
築
い
た

地
区
で
す
（
直
家
の
息
子
（
秀

家
）
は
岡
山
城
を
築
城
し
た
）。 

　

こ
の
沼
亀
山
城
本
丸
の
跡
に

は
、
八
丈
島
に
流
罪
に
さ
れ
た

秀
家
の
生
誕
記
念
石
碑
が
あ
り

ま
す
。
平
成
30
年
10
月
に
は
八

丈
島
久
福
会
か
ら
秀
家
ゆ
か
り

の
蘇
鉄
が
寄
贈
さ
れ
、
市
長
も

出
席
し
て
の
植
樹
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
亀
山
城
址
保
存
会
役

員
の
皆
さ
ん
の
お
世

話
で
毎
年
2
月
に
は

『
郷
土
の
歴
史
講
演

会
』
が
開
催
さ
れ
、

大
勢
の
方
が
受
講
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
で
、
し

ば
ら
く
中
止
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
本
年
2
月
10
日
に
は
、
多

岐
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
て
い
る

小
説
家
木
下
昌
輝
氏
を
浮
田
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
お
迎
え
し
、

「
宇
喜
多
直
家
・
秀
家
の
生
き

た
時
代
」
と
題
し
て
の
講
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

講
話
を
聴
き
な
が
ら
、
ま
さ
に

そ
の
時
代
の
中
に
い
る
よ
う
な

至
福
の
時
間
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
希
望

さ
れ
た
方
に
は
保
存
会
会
員
が

亀
山
城
址
本
丸
に
も
案
内
し
ま

し
た
。 

　

ま
た
、
保
存
会
顧
問
の
方
が
、

浮
田
小
学
校
高
学
年
の
児
童
に

歴
史
講
話
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

将
来
、
子
ど
も
た
ち
が
こ
の
地

を
離
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
故
郷
の
伝
統
文
化
や
ブ

ド
ウ
栽
培
が
盛
ん
な
恵
ま
れ
た

地
区
で
も
あ
る
と
い
う
特
色
を

い
つ
ま
で
も
記
憶
の
中
に
持
ち

続
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
沼
春
秋
会
は
昭

和
50
年
に
発
足
し
た
会
員
82
名

（
う
ち
、
特
別
会
員
30
名
）
の

ク
ラ
ブ
で
す
。
長
い
歴
史
の
あ

る
貴
重
な
活
動
を
守
り
つ
つ
、

登
校
登
園
時
の
安
全
指
導
、
健

康
増
進
の
体
操
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
や
ダ
ー
ツ
の
練
習

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
4

年
近
い
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
た

め
、
諸
々
の
目
に
は
見
え
な
い

障
害
、
弊
害
に
閉
口
し
ま
し
た

が
、
昨
年
は
屋
外
で
久
方
に
花

見
会
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

一
日
旅
行
は
物
価
高
騰
や
サ
ー

ビ
ス
面
で
の
か
な
り
の
制
約
が

あ
り
、
こ
の
度
は
取
り
止
め
ま

し
た
。
ま
さ
に
コ
ロ
ナ
フ
レ
イ

ル
で
す
。
そ
の
感
染
症
も
5
類

に
移
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
た

増
加
傾
向
の
感
じ
が
あ
り
ま

す
。
ど
こ
の
ク
ラ
ブ
に
お
い
て

も
同
じ
で
し
ょ
う
が
、
入
会
者

の
増
強
問
題
は
我
が
ク
ラ
ブ
で

も
深
刻
で
す
。
と
も
あ
れ
、
友

愛
、
奉
仕
、
健
康
を
モ
ッ
ト
ー

に
会
員
の
皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ

な
が
ら
活
動
の
輪
を
今
後
と
も

広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

東　区

故
郷
の
伝
統
文
化
や
特
色
を
い
つ
ま
で
も

浮
田
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

沼
春
秋
会 

会
長
　
川
合
　
　
宏
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私
の
所
属
す
る
老
人
ク
ラ
ブ
は

「
土
田
福
寿
会
」
と
称
し
、
ご
多

分
に
も
れ
ず
会
員
の
高
齢
化
と
減

少
に
悩
ん
で
い
ま
す
。
入
会
を
呼

び
か
け
る
と
、
決
ま
っ
て
返
っ
て

く
る
言
葉
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

作
業
ば
か
り
で
楽
し
い
こ
と
が
な

い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
ん

な
中
で
、
昨
年
度
か
ら
活
動
の
中

心
を
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
」

に
絞
り
、
こ
れ
を
中
心
に
活
動
を

広
げ
、
会
員
の
増
加
に
も
つ
な
げ

て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

高
齢
者
に
適
し
た
い
ろ
い
ろ
な

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
、
初
心
者
で

も
気
軽
に
取
り
組
め
、
身
体
的
負

担
も
少
な
く
、
他
の
ク
ラ
ブ
と
の

交
流
が
容
易
な
こ
と
、
市
や
県
な

ど
各
種
の
大
会
が
実
施
さ
れ
、
そ

れ
ら
に
参
加
で
き
る
こ
と
な
ど
を

勘
案
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

　

幸
い
な
こ
と
に
、
近
く
に
頭
高

山
山
頂
広
場
が
あ
り
、
少
し
狭
い

の
で
す
が
、
な
ん
と
か
コ
ー
ス
が

取
れ
ま
す
。
広
場
の
ま
わ
り
に
は

桜
が
植
え
ら
れ
、
近
隣
の
有
志
の

方
が
花
壇
を
作
ら
れ
、
今
は
芝
桜

が
見
頃
で
す
。

　

ク
ラ
ブ
等
の
用
具
は
福
寿
会
で

購
入
し
、
皆
さ
ん
に
参
加
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。会
員
だ
け
で
な
く
、

だ
れ
で
も
参
加
O
K
と
い
う
こ
と

で
発
足
し
、
月
2
回
の
開
催
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

う
ま
く
入
る
と
、
日
ご
ろ
お
と

な
し
い
人
が
、大
き
な
声
で「
ヤ
ッ

タ
ー
」と
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
で
叫
び
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
に
小
踊
り
し
て

全
身
で
喜
び
を
表
す
な
ど
、
素
の

人
柄
が
表
わ
れ
て
お
互
い
に
一
段

と
親
し
み
が
深
ま
る
の
を
実
感
し

ま
す
。

　

プ
レ
イ
で
一
汗
か
い
た
ら
東
屋

へ
集
ま
り
、
お
し
ゃ
べ
り
が
始
ま

り
ま
す
。
成
績
発
表
に
続
き
、
今

日
の
プ
レ
イ
を
ふ
り
返
り
ほ
め
た

り
け
な
し
た
り
、
楽
し
い
歓
談
の

ひ
と
と
き
で
す
。

　

後
日
、
次
回
開
催
案
内
を
兼
ね

た
ミ
ニ
通
信
を
毎
回
発
行
し
、
参

加
で
き
な
か
っ
た
会
員
も
含
め
全

員
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ

の
様
子
や
そ
の
時
の
話
題
、
そ
の

他
の
お
知
ら
せ
な
ど
を
載
せ
て
い

ま
す
。

　

配
布
す
る
役
員
さ
ん
も
会
員
と

顔
を
合
わ
せ
、
言
葉
を
か
わ
す
こ

と
が
多
く
な
り
、
情
報
交
換
、
安

全
確
認
、
入
会
促
進
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
楽
し

さ
が
口
コ
ミ
で
伝
わ
り
、
会
員
以

外
の
人
も
参
加
し
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
、
そ
れ
が
契
機
で
福
寿
会

に
入
会
す
る
人
が
多
数
あ
り
、
会

員
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
り
、
若

い
人
も
増
え
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
の
成
果

は
上
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

私たちの地域を紹介します

中　区

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
核
に
し
て

竜
之
口
小
学
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

土
田
福
寿
会 

会
長
　
時
國
　
信
之
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御
野
学
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
が
地
域
住
民
と
ふ

れ
あ
い
活
動
の
一
環
と
し

て
「
御
野
小
学
校
１
年
生

と
の
昔
遊
び
」
に
つ
い
て

少
し
の
間
休
み
ま
し
た
が

復
活
し
ま
し
た
の
で
紹
介

し
ま
す
。

　

校
長
先
生
を
始
め
担
任

教
諭
に
加
え
岡
山
大
学
生

及
び
加
計
学
園
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
（
20
名
）
で

生
徒
を
見
守
り
な
が
ら
進

行
し
ま
し
た
。（
昨
年
11

月
９
日
）

　

昔
遊
び
は
11
種
類
で
小

学
生
は
各
10
名
ず
つ
の
各

組
を
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

組
が
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
の

場
所
（
体
育
館
・
運
動

場
・
家
庭
教
室
・
多
目
的

室
）
を
回
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。（
11
箇
所
）

　

可
愛
い
元
気
な
生
徒
と

地
域
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
と

昔
遊
び
が
で
き
１
年
分
の
元
気

を
貰
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

昔
遊
び
は
実
行
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
写
真
は
御
野
小
学
校
提
供
）

北　区

御
野
小
学
校
1
年
生
と
昔
遊
び
が
復
活

御
野
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

会
長
　
瀧
本
　
幸
弘

私たちの地域を紹介します

どんぐり・やじろべえ かざぐるま お手玉

竹ポックリ 竹とんぼ 理科大・岡大

ゴムでっぽう コマまわし 紙パッチン

かるた 竹馬 おはじき
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「
今
日
は
、
A
さ
ん
の
姿
が

見
え
ん
が
、病
気
か
な
？
」「
き

の
う
、
S
整
形
で
会
う
た
が
、

元
気
じ
ゃ
っ
た
で
」。
高
齢
者

に
よ
る
病
院
の
サ
ロ
ン
化
が
笑

話
や
川
柳
に
な
っ
て
い
る
。
人

生
「
無
病
息
災
」
が
理
想
で
あ

ろ
う
が
、
大
概
の
人
は
そ
う
は

い
か
ず
、「
一
病
息
災
」
か
「
多

病
息
災
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

私
は
、
人
生
の
3
分
の
2
を

「
一
病
息
災
」
で
生
き
て
来
た
。

前
半
の
3
分
の
1
は
、
結
核
で

永
年
苦
し
ん
だ
。私
の
結
核
は
、

粟
粒
性
と
言
い
、
結
核
菌
が
血

管
の
中
に
入
り
、
全
身
を
侵
す

の
で
あ
る
。
小
学
2
年
時
に
は

結
核
性
脳
髄
膜
炎
に
罹
り
、
2

年
生
の
2
学
期
後
半
ま
で
欠
席

し
た
。
戦
後
ま
も
な
く
米
国
で

発
明
さ
れ
た
特
効
薬
ス
ト
レ
プ

ト
マ
イ
シ
ン
に
よ
り
奇
跡
的
に

助
か
っ
た
。
そ
の
後
も
、
結
核

菌
は
私
の
身
体
を
蝕
み
続
け

た
。
高
3
の
夏
に
腎
臓
結
核
と

な
り
、
膀
胱
等
の
泌
尿
器
科
系

統
が
す
べ
て
侵
さ
れ
た
。
左
腎

臓
を
摘
出
、
片
腎
と
な
り
10
年

は
命
の
保
証
は
な
い
と
医
師
か

ら
告
げ
ら
れ
、
死
へ
の
恐
怖
と

戦
っ
た
。

　

そ
の
後
10
年
を
耐
え
抜
き
30

歳
ご
ろ
か
ら
健
康
を
取
り
戻

し
、
普
通
に
社
会
生
活
を
送
っ

た
。
と
こ
ろ
が
還
暦
を
過
ぎ
る

と
高
血
圧
と
な
り
、
降
圧
剤
が

離
せ
な
く
な
っ
た
。
66
歳
で
現

役
を
退
い
た
数
年
後
、
か
か
り

つ
け
医
か
ら
突
然
血
圧
測
定
不

能
を
告
げ
ら
れ
た
。
精
密
検
査

の
結
果
は
両
側
内
頸
動
脈
閉
塞

と
血
圧
測
定
不
能
原
因
の
椎
骨

動
脈
狭
窄
と
診
断
さ
れ
た
。
全

く
自
覚
症
状
は
な
く
、
青
天
の

霹
靂
で
あ
っ
た
。
以
後
、
降
圧

剤
と
血
液
さ
ら
さ
ら
の
薬
が
離

せ
な
く
な
り
、
13
年
が
経
過
し

た
。

　

現
在
、
一
病
息
災
の
お
陰
で

岡
山
市
の
健
康
寿
命
72
・
20
、

平
均
寿
命
82
・
03
（
ど
ち
ら
も

令
和
元
年
の
数
値
）
を
い
ず
れ

も
超
え
た
。
こ
れ
は
長
年
継
続

し
て
や
っ
て
来
た
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
の
成
果
で
あ
る
と
自
負
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
健
康
寿
命
の

維
持
増
進
の
た
め
に
趣
味
は
欠

か
せ
な
い
。
私
の
趣
味
は
、
川

柳
、
短
歌
、
随
筆
、
写
真
等
を

新
聞
中
心
に
投
稿
す
る
こ
と
で

あ
り
、
生
き
が
い
で
あ
る
。
併

せ
て
、
老
人
会
活
動
等
を
通
じ

て
、
地
域
社
会
に
関
わ
る
こ
と

も
、
健
康
長
寿
に
は
欠
か
せ
な

要
素
で
あ
り
、
細
々
と
実
践
し

て
い
る
。

　

私
は
、
故
郷
岡
山
で
暮
ら
す

母
宅
の
近
所
に
四
十
七
歳
の
時

に
家
を
新
築
し
て
、
単
身
赴
任

（
勤
務
先
は
名
古
屋
）
を
し
て

い
ま
し
た
。
長
年
勤
め
た
会
社

を
退
職
し
て
、十
数
年
が
過
ぎ
、

今
思
え
ば
岡
山
へ
落
ち
着
い

て
、
さ
て
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

ど
う
す
べ
き
か
？ 

ビ
ジ
ョ
ン

も
助
け
も
な
く
、
失
業
保
険
を

頂
き
な
が
ら
も
ど
ん
ど
ん
日
が

過
ぎ
て
し
ま
う
…
そ
ん
な
日
々

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
こ
う
悩
ん
で
い
た
と
こ

ろ
、
近
所
の
方
か
ら
の
誘
い
が

あ
り
、
老
人
会
へ
入
会
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
契
機
と

な
っ
て
、
地
区
の
公
民
館
へ
も

足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
り
、
い
ろ

い
ろ
な
選
択
肢
が
段
々
と
生
ま

れ
て
き
ま
し
た
。 

〇�

社
会
福
祉
協
議
会
の
支
援
員

…
10
年
続
け
て
い
ま
す
。

〇�

男
性
コ
ー
ラ
ス
へ
の
入
団
…

６
年
前
に
解
団
し
ま
し
た
。

〇�

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
へ
の

参
加
…
週
１
回
ほ
ど
に
。

〇�

山
の
ゴ
ル
フ
…
週
２
回
の

レ
ッ
ス
ン
と
ゴ
ル
フ
場
へ
月

３
～
４
回
。

〇�

男
性
料
理
教
室
…
10
年
行
っ

た
が
、
教
室
が
解
散
。

〇�

山
登
り
…
低
山
登
山
を
し
て

い
た
が
、
こ
こ
４
～
５
年
ご

無
沙
汰
で
す
。

　

そ
の
他
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
太

極
拳
、
等
々
い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

残
っ
た
の
は
支
援
員
と
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
山
の
ゴ
ル
フ

だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
“
無
理
せ
ず 

急
が
ず 

は
み

出
さ
ず 

力
ま
ず 

威
張
ら
ず 

ひ

が
ま
ず
”
酒
井
大
阿
闍
梨
さ
ん

の
言
葉
を
戒
め
と
し
て
生
き
た

い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

　

そ
ん
な
折
、
自
分
か
ら
望
ん

だ
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、

芳
田
学
区
老
人
連
合
会
長
職
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。「
エ
ッ
？

こ
の
私
が
？ 

お
役
に
立
て
る

の
だ
ろ
う
か
？ 

ま
あ
、
や
っ

て
み
よ
う
！ 

そ
れ
し
か
な
い

な
」。
そ
れ
な
り
に
、
自
分
な

り
に
役
職
を
務
め
て
行
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
老
人
会
入
会
の

皆
さ
ん
、
毎
日
ど
の
よ
う
な
お

気
持
ち
で
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す

か
。
身
体
と
脳
ミ
ソ
と
頭
髪
の

寂
し
さ
は
後
退
の
一
途
。ま
あ
、

こ
れ
は
自
然
の
成
り
行
き
な
の

で
…
と
言
い
訳
を
し
て
、
腹
八

分
に
医
者
い
ら
ず
と
言
わ
れ
ま

す
か
ら
、
何
も
か
も
が
足
ら
な

い
程
度
の
不
足
が
よ
い
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。 

　

私
は
、
明
る
く
前
向
き
に
人

と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、

老
後
に
な
っ
た
今
を
可
愛
い
年

寄
り
を
目
指
し
て
日
々
鍛
錬
し

て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
病
息
災

大
窪
高
齢
者
ク
ラ
ブ

相
談
役
　
藤
井
　
信
哉

老
人
会
に

思
う
事

芳
田
小
学
校
区

会
長
　
水
畑
　
孝
昭
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令
和
５
年
中
、
岡
山
県

内
で
は
交
通
事
故
に
よ
り

49
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
約
６
割
の
29

人
が 

65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
、
ま
た
、
こ
の
29
人
の

う
ち
18
人
は
75
歳
以
上
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　

高
齢
者
に
主
な
原
因
が

あ
る
死
亡
事
故
は
20
件
発

生
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち

13
件
は
追
突
、
正
面
衝
突

及
び
車
両
単
独
の
交
通
事

故
で
す
。 

　

こ
れ
ら
の
交
通
事
故
は
、

運
転
者
自
身
が
少
し
気
を

付
け
て
い
れ
ば
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

車
間
距

離
の
確
保
、
制
限
速
度
の

厳
守
な
ど
交
通
事
故
を
起

こ
し
に
く
い
運
転
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
運
転
に
不
安
を

感
じ
て
い
る
方
や
家
族
な

ど
か
ら
運
転
操
作
に
指
摘

を
受
け
た
方
は
、
交
通
事

故
を
起
こ
し
て
し
ま
う
前

に
運
転
免
許
証
の
自
主
返

納
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。 

　

岡
山
県
で
は
、
65
歳
以

上
の
方
が
運
転
免
許
証
を

自
主
返
納
し
た
場
合
、
無

料
で
『
お
か
や
ま
愛
カ
ー

ド
』
を
取
得
で
き
ま
す
。 

　

お
か
や
ま
愛
カ
ー
ド
は
、

協
賛
店
の
路
線
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
、
ス
ー
パ
ー
な
ど

で
提
示
す
る
と
「
バ
ス
運

賃
の
半
額
」
や
「
料
金
の

割
引
」
な
ど
の
特
典
を
受

け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

お
か
や
ま
愛
カ
ー

ド
の
取
得
の
手
続
き

は
、
最
寄
り
の
警
察

署
や
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー
で
可
能
で
す
。

ぜ
ひ
、
取
得
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

  

昨
年
４
月
１
日
、
改
正

道
路
交
通
法
が
施
行
さ
れ
、

高
齢
者
を
含
む
全
て
の
年

齢
層
で
自
転
車
に
乗
車
す

る
際
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

が
努
力
義
務
化
さ
れ
ま
し

た
。 

  
過
去
10
年
間
の
県
内
の

交
通
事
故
を
分
析
す
る
と
、

自
転
車
乗
用
中
の
死
者
の

う
ち
、
４
割
以
上
が
頭
部

に
致
命
傷
を
負
っ
て
お
り
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る

こ
と
で
致
死
率
は
３
分
の

1
以
下
に
減
少
し
ま
す
。 

　

命
を
守
る
た
め
に
、
自

転
車
に
乗
車
す
る
際
は
必

ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　

薄
暮
・
夜
間
は
、
歩
行

者
は
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
見

え
に
く
く
、
交
通
事
故
の

被
害
に
遭
い
や
す
く
な
り

ま
す
。
や
む
を
え
ず
夜
道

を
歩
く
際
は
、
必
ず
Ｌ
Ｅ

Ｄ
ラ
イ
ト
や
夜
光
反
射
材

を
着
用
し
、
目
立
つ
こ
と

で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
自
身
の

存
在
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ

い
。 

　

ま
た
、
道
路
を
横
断
す

る
場
合
は
、
横
断
歩
道
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

岡
山
県
警
察
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
問
い
合
わ
せ
先 

／ 

岡
山
県
警
察
本
部 

交
通
企
画
課 

☎（
０
８
６
）２
３
４
ー
０
１
１
０

《
お
か
や
ま
愛
カ
ー
ド
》 

《
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ
》

《
歩
行
者
の
方
へ
》

《
自
転
車
利
用
者
の
方
へ
》
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令
和
５
年
の
岡
山
市
消
防

局
管
内
で
の
火
災
の
件
数
は

２
０
３
件（
速
報
値
）と
な
っ

て
お
り
、
令
和
４
年
に
比
べ

38
件
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
火
災
に
よ
る
死
者
も
前

年
か
ら
９
人
増
え
13
人
の
方

が
犠
牲
に
な
っ
て
お
り
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
で
さ

ら
に
住
宅
火
災
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。 

　

全
国
的
に
見
る
と
火
災
の

件
数
は
平
成
17
年
以
降
減
少

傾
向
で
し
た
が
、令
和
３
年
、

４
年
と
増
加
傾
向
に
転
じ
て

い
ま
す
。 

　

そ
の
中
で
も
「
電
気
」
に

伴
う
火
災
が
特
に
増
加
傾
向

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今

回
は
こ
の
「
電
気
火
災
」
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　

住
宅
で
の
火
災
原
因
と
し

て
は
「
た
ば
こ
」、「
こ
ん

ろ
」、「
ス
ト
ー
ブ
」、「
ろ
う

そ
く
」
な
ど
が
あ
り
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
裸
火
を
使
用
す

る
た
め
、
危
険
な
も
の
と
い

う
認
識
は
お
持
ち
か
と
思
い

ま
す
。
で
す
が
、
電
気
は
目

に
見
え
な
い
た
め
、
火
災
の

危
険
が
あ
る
と
感
じ
る
人
は

少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
電
気
は
と
て
も
強
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い

て
、た
と
え
ば
短
絡（
シ
ョ
ー

ト
）
と
呼
ば
れ
る
現
象
で

は
、
１
０
０
０
度
で
も
溶
け

な
い
銅
を
一
瞬
で
溶
か
す
ほ

ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
発
生
し

ま
す
。 

　

過
去
の
事
例
で
は
、
電
気

ヒ
ー
タ
ー
な
ど
に
、
洗
濯
物

や
新
聞
紙
な
ど
燃
え
や
す
い

も
の
が
接
触
し
火
災
に
な
っ

た
ケ
ー
ス
や
、
充
電
等
で
使

用
す
る
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
を

別
の
製
品
に
使
用
し

出
火
し
た
事
例
が
あ

り
ま
す
。 

　

他
に
も
、「
ト
ラ
ッ

キ
ン
グ
現
象
」
に
よ

り
出
火
し
た
事
例
も

あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ッ

キ
ン
グ
現
象
と
は
、

コ
ン
セ
ン
ト
に
プ
ラ

グ
を
差
し
て
い
る
状
態
で
⻑

年
放
置
し
て
い
る
と
、
プ
ラ

グ
の
間
に
ほ
こ
り
や
湿
気
が

た
ま
り
、
電
気
に
よ
り
徐
々

に
プ
ラ
グ
が
炭
化
し
て
い
き

電
気
を
通
す
物
質
に
変
質
し

ま
す
。
そ
こ
に
電
気
が
流
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
出
火
す
る

現
象
で
す
。

（
写
真
１
「
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ

現
象
」
参
照
）

　

電
気
火
災
に
は
製
品
そ
の

も
の
の
欠
陥
に
よ
り
出
火

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
等
が
付
さ

れ
た
製
品
を
購
入
す
る
な

ど
、
製
品
の
情
報
を
よ
く

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

　

ま
た
、
電
気
ヒ
ー
タ
ー

の
近
く
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
、
充
電
等

の
際
は
別
の
製
品
の
Ａ
Ｃ
ア

ダ
プ
タ
ー
を
使
用
し
な
い
な

ど
、
取
扱
説
明
書
に
従
っ
て

正
し
く
使
用
す
る
こ
と
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。 

　

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
の
防

止
方
法
と
し
て
は
、
プ
ラ
グ

を
差
し
た
ま
ま
に
せ
ず
定
期

的
に
掃
除
す
る
こ
と
や
、
平

成
28
年
よ
り
前
に
購
入
し
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
グ

に
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
防
止
構
造

が
な
い
た
め
、
可
能
で
あ
れ

ば
新
し
い
も
の
に
買
い
替
え

る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

（
写
真
２
「
平
成
28
年
以
降

の
プ
ラ
グ
」
参
照
） 

　

夏
を
迎
え
る
こ
の
季
節

は
、
湿
気
と
気
温
に
よ
り
電

気
火
災
が
増
え
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
家

庭
の
電
気
は
大
丈
夫
で
し
ょ

う
か
？ 

今
一
度
ご
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。 

岡
山
市
消
防
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
問
い
合
わ
せ
先
／
岡
山
市
消
防
局 

消
防
総
務
部
予
防
課 

予
防
企
画
係　

☎（
０
８
６
）２
３
４
ー
１
１
９
９

1
火
災
は
増
え
て
る
？

2
電
気
の
危
険
性

3
過
去
の
事
例

4
電
気
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

写真１「トラッキング現象」
電気を使用していなくてもプラ
グを差しているだけで発生する
可能性があります

写真２
「平成28年以降のプラグ」
トラッキング防止構造が施さ
れている

電
気
火
災
が
増
え
て
ま
す
！
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【
事
例
】

★
自
宅
に
突
然
事
業
者
が
訪

問
し
「
排
水
管
の
無
料

点
検
を
行
っ
て
い
る
」
と

勧
誘
さ
れ
た
。
無
料
な

ら
、
と
軽
い
気
持
ち
で
点

検
を
依
頼
し
た
。
点
検

後
に
「
詰
ま
り
が
あ
っ
た

た
め
、
洗
浄
が
必
要
で
あ

る
」
と
迫
ら
れ
、
契
約

し
て
し
ま
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

◦
突
然
訪
問
し
て
き
た
事
業

者
に
安
易
に
点
検
さ
せ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
洗
浄
な
ど
の
勧
誘
を
さ
れ

て
も
、
そ
の
場
で
は
契
約

せ
ず
、
複
数
の
事
業
者
か

ら
見
積
も
り
を
取
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
事
業
者
の
説
明
を
う
の
み

に
せ
ず
、
必
要
が
な
い
契

約
は
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し

ょ
う
。

◦
契
約
を
す
る
場
合
は
、
名

刺
な
ど
で
契
約
相
手
を

確
認
し
た
う
え
で
、
契

約
書
を
受
け
取
り
ま
し
ょ

う
。

◦
作
業
を
し
た
後
で
あ
っ
て

も
、
８
日
以
内
で
あ
れ
ば

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
で
き

ま
す
。

岡
山
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

点
検
商
法
に
注
意
! !

【
事
例
】

★
ス
ー
パ
ー
の
出
入
り
口
で

呼
び
止
め
ら
れ
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
サ
ー
バ
ー
が
無
料
レ

ン
タ
ル
で
き
る
と
言
わ

れ
、
話
を
聞
い
た
。
興

味
も
あ
っ
た
の
で
申
し
込

ん
だ
。
後
日
、
サ
ー
バ
ー

と
水
が
届
い
た
が
、
サ
ー

バ
ー
が
想
像
以
上
に
大
き

く
、
自
分
で
は
管
理
で
き

な
い
と
思
っ
た
。
解
約
し

よ
う
と
思
っ
た
が
、
水
の

購
入
を
複
数
年
継
続
し

な
い
と
解
約
料
が
か
か
る

と
契
約
書
に
書
い
て
あ
っ

た
。ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

◦
「
無
料
」
と
勧
誘
さ
れ

ま
す
が
、
実
際
に
は
、
複

数
年
水
を
定
期
購
入
す
る

こ
と
で
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ

ー
バ
ー
の
費
用
が
無
料
に

な
っ
て
い
ま
す
。

◦
勧
誘
さ
れ
た
場
所
や
状
況

に
よ
っ
て
は
、
訪
問
販
売

に
あ
た
り
、
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
で
き
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

◦
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
が

過
ぎ
て
も
業
者
の
説
明
が

不
十
分
で
あ
っ
た
り
、
虚

偽
が
あ
っ
た
り
し
た
場
合

取
り
消
し
を
求
め
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

◦
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で

困
っ
た
と
き
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先 

／ 

岡
山
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎（
0
8
6
）8
0
3
ー
1
1
0
9

ス
ー
パ
ー
等
の
店
舗
内
で

勧
誘
さ
れ
た
契
約
は
よ
く
考
え
て
か
ら
！

「おかしいな」「困ったな」と感じたら、気軽にご相談ください。

岡山市消費生活センター
　相談専用：☎（086） 803 ｰ 1109
　　　　　　　（消費者ホットライン188も可）
　受付時間：月〜金曜日　9時〜16時
　　　　　　　（祝日・年末年始除く）

消費生活相談フォームによる
ご相談はこちらから⇧

※
消
費
者
庁
イ
ラ
ス
ト
集
よ
り
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我
が
国
は
少
子
高
齢
化
が

ど
ん
ど
ん
進
行
し
、
労
働
あ

る
い
は
生
産
人
口
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
が
進
行
す
る
と
社
会
経
済

的
に
い
ろ
ん
な
問
題
が
発
生

し
ま
す
。
一
方
、
こ
の
少
子

高
齢
化
に
は
地
域
差
が
か
な

り
あ
る
こ
と
も
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
先
日
、
民
間
の

有
識
者
グ
ル
ー
プ
「
人
口
戦

略
会
議
」
が
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ

な
デ
ー
タ
を
報
告
し
て
い
ま

す
。
２
０
５
０
年
に
消
滅
す

る
可
能
性
の
あ
る
自
治
体
を

公
表
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

「
朝
日
新
聞 

Ｄ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
Ａ

Ｌ
」
の
「
消
滅
可
能
性
自

治
体
マ
ッ
プ
」（
図
）
を

参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
デ
ー
タ
で
は
、
20

歳
代
か
ら
30
歳
代
の
女
性

の
数
、
す
な
わ
ち
「
若
年

女
性
人
口
」
の
減
少
率
を

市
区
町
村
ご
と
に
解
析
し

て
い
ま
す
。
出
産
可
能
な

女
性
の
数
の
推
移
か
ら
人

口
の
増
減
を
解
析
し
よ
う

と
い
う
試
み
で
す
。
若
年

女
性
人
口
が
２
０
２
０
年

か
ら
２
０
５
０
年
ま
で
の

30
年
間
で
50
％
以
上
減
少

す
る
自
治
体
を
「
消
滅
可

能
性
自
治
体
」
と
定
義
し

て
い
ま
す
。
そ
の
定
義
に
該

当
す
る
自
治
体
は
全
国
で

７
４
４
あ
り
、
こ
れ
は
全
自

治
体
の
約
40
％
に
該
当
し
ま

す
。
岡
山
県
で
は
玉
野
市
、

笠
岡
市
、
井
原
市
、
高
梁
市
、

新
見
市
、
備
前
市
、
真
庭
市
、

美
作
市
、
久
米
南
町
、
吉
備

中
央
町
の
10
市
町
村
が
あ

が
っ
て
い
ま
す
。
逆
に
「
若

年
女
性
人
口
」
の
減
少
率
が

少
な
く
、「
自
立
持
続
可
能

な
地
域
」
は
早
島
町
の
み
で

す
。

　

こ
の
デ
ー
タ
は
、
10
年
前

に
も
公
表
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
２
０
１
４
年
に
「
消
滅

可
能
性
自
治
体
」
と
さ
れ
な

が
ら
、
今
回
そ
の
脱
却
に
成

功
し
、「
自
立
持
続
可
能
性

自
治
体
」
に
な
っ
た
自
治
体

も
あ
り
ま
す
。
全
国
的
に

は
、
10
年
前
と
比
較
し
て
、

「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」
は

１
５
２
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
れ
で
は
、「
消
滅
可
能

性
自
治
体
」
を
脱
却
し
た
自

治
体
は
ど
う

や
っ
て
若
年

者
を
ふ
や
し

て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

そ
の
対
策
と

し
て
は
子
育

て
支
援
、
永

住
支
援
を
行

う
事
が
重
要

と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
岡

山
で
生
ま
れ

た
子
供
が
岡

山
で
永
住
で

き
る
、
あ
る

い
は
岡
山
に

戻
っ
て
こ
ら

れ
る
環
境
、

支
援
が
必
要

と
さ
れ
て
い

ま
す
。
具
体

的
に
は
、
出

産
時
や
入
学

時
の
祝
い
金
制
度
、
奨
学
金

制
度
、
住
宅
支
援
な
ど
の
直

接
的
な
支
援
、
さ
ら
に
地
元

で
働
け
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
も
重
要
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
は
、
高
齢
者
支
援
を

持
続
可
能
と
す
る
た
め
に
、

若
年
者
の
支
援
を
真
剣
に
考

え
な
い
と
い
け
な
い
時
代
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。 

消滅可能性自治体
について
心臓病センター榊原病院 
心臓血管外科

副院長　吉鷹　秀範

医療コラム

（13）第 95 号 令和 6年（2024 年）8月発行桃太郎シニア岡山



　

探
し
物
が
見
つ
か
ら
な
い

時
に
、
そ
れ
を
誰
か
が
盗
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
こ

と
は
な
い
で
す
か
。
誰
か
が

盗
っ
た
と
思
い
込
ん
で
そ
の

訂
正
が
出
来
な
い
状
態
を

「
も
の
盗
ら
れ
妄
想
」
と
言

い
ま
す
。
認
知
機
能
が
少
し

低
下
し
た
人
に
も
時
々
見
ら

れ
る
症
状
で
す
。
外
来
通
院

中
の
A
さ
ん
は
こ
の
も
の
盗

ら
れ
妄
想
と
軽
い
物
忘
れ
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
犯
人

は
配
偶
者
の
B
さ
ん
と
思
い

込
ん
で
い
ま
す
。
B
さ
ん
は

と
て
も
ま
じ
め
な
人
で
、
犯

人
に
さ
れ
る
度
に
む
き
に

な
っ
て
怒
っ
て
い
ま
す
。

犯
人
に
さ
れ
た
人
が
そ
れ

を
い
く
ら
訂
正
し
よ
う
と

説
得
し
て
も
怒
っ
て
も
こ

の
妄
想
は
な
か
な
か
消
え

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

外
来
で
B
さ
ん
に
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
何
度
も
説
明

し
ま
し
た
が
、
納
得
さ
れ

ず
、
自
宅
で
は
怒
鳴
り
合

い
の
喧
嘩
に
な
る
こ
と
も

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

あ
る
時
、
そ
の
怒
鳴
り
合

い
で
、
近
所
の
人
が
警
察

を
呼
ぶ
騒
ぎ
に
な
り
ま
し

た
。
外
来
に
お
二
人
が
来

ら
れ
た
時
に
そ
の
話
を
す

る
と
お
二
人
と
も
苦
笑

い
、
い
つ
も
の
こ
と
な
の
で

大
丈
夫
で
す
と
仰
い
ま
す
。

そ
ろ
そ
ろ
B
さ
ん
に
本
気
で

対
応
方
法
な
ど
学
ん
で
頂
い

た
方
が
い
い
の
で
す
が
…
。 

　

物
忘
れ
が
気
に
な
っ
て
受

診
さ
れ
た
C
さ
ん
、
若
い
頃

は
企
業
を
渡
り
歩
い
て
自
社

製
品
の
販
売
な
ど
手
掛
け
た

方
で
す
。記
憶
障
害
は
軽
く
、

認
知
症
の
一
歩
手
前
の
軽
度

認
知
機
能
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）

と
診
断
し
て
い
ま
す
が
、
外

来
で
は
毎
回
夜
眠
れ
な
い
と

い
う
話
を
さ
れ
ま
す
。
配
偶

者
の
D
さ
ん
が
い
く
ら
夜
は

よ
く
眠
っ
て
い
る
と
言
っ
て

も
、
そ
れ
を
否
定
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ご
自
分
の
睡
眠

の
感
覚
が
な
く
な
り
不
眠
を

訴
え
る
状
態
は
「
逆
説
性
不

眠
症
」
と
言
い
ま
す
。
そ
の

原
因
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
Ｃ
さ
ん
の
場
合
、

も
と
も
と
聞
き
分
け
の
悪
い

人
で
は
な
か
っ
た
と
の
こ
と

で
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
と
関
連
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
結
論
は
出

て
い
ま
せ
ん
。 

　

さ
て
、
厚
生
労
働
省
が
５

月
８
日
に
「
２
０
２
２
年
の

時
点
で
認
知
症
の
人
は
65

歳
以
上
の
う
ち
４
４
３
万

人
で
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
人
は

５
５
８
万
人
」
と
の
推
計
を

発
表
し
ま
し
た
。
２
０
１
２

年
に
認
知
症
高
齢
者
は 

４
６
２
万
人
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
し
た
の
で
、
推
計
の
方

法
が
異
な
る
も
の
の
認
知
症

は
余
り
増
加
し
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
朗
報

と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

症状、あれこれ

岡山赤十字病院・精神神経科
岡山市認知症疾患医療センター

センター長　中島　　誠

医療コラム

　令和６年能登半島地震に対する救援拠金に対しまして、募集の呼びかけをしましたところ、多くのクラ
ブより拠出をいただきました。みなさまの温かい善意に心よりお礼を申し上げます。
　集まりました第１次取りまとめ分の救援拠金を４月 19 日に全国老人クラブ連合会の指定口座へ送金さ
せていただきましたことをご報告申し上げます。

第１次取りまとめ分（送金額）2,541,316円（191クラブ）
（クラブ数の内、学区でされたところは１クラブとして計算）

その他の団体へ義援金を送られたクラブから報告をいただいたもの
694,112円（20件） 

令和６年能登半島地震災害に対する救援拠金のお礼とご報告 
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◆
短　

歌
城
東
台
さ
つ
き
会
　
鈴
木
　
雄
二

は
る
ば
る
と
が
い
せ
ん
桜
を
見
ん
と
来
て

　

車
で
ゆ
っ
く
り
並
木
道
行
く

老
妻
が
携
帯
を
失
く
し
て
二
日
間

　

心
当
た
り
を
駆
け
ず
り
回
る

四
日
後
に
警
察
署
よ
り
拾
得
の

　

通
知
が
あ
る
も
更
新
の
後

城
東
台
さ
つ
き
会
　
若
林
と
し
子

シ
ャ
ン
ソ
ン
を
聴
け
ば
な
つ
か
し
亡
夫
と

　

銀
巴
里
へ
行
っ
た
若
き
日
の
頃

行
く
月
・
日
は
待
っ
て
は
く
れ
な
い
夫
逝
き
て

　

一
年
た
つ
と
思
へ
ば
淋
し

前
山
の
樹
々
は
緑
を
濃
く
し
て
ゆ
く

　

狭
に
咲
き
し
山
つ
つ
じ
も
絶
え
て

曽
根
老
人
ク
ラ
ブ
　
若
松
　
俊
子

春
過
ぎ
て
夏
来
に
け
ら
し
六む

そ

じ
十
年
積
む

　

夫つ
ま

と
の
歳と
し
つ
き月

老
の
寿
こ
と
ほ

ぎ

昭
和
・
平
成
・
令
和
生い

く
命
の
鎖
を
紡つ
む

ぎ
お
り

　

文ふ
み
づ
き月
に
会
う
小
さ
き
命

桃
・
桜
・
菜
の
花
咲
い
て
麦
を
踏ふ

む

　

遠
き
ふ
る
さ
と
父ち

ち
は
は母
の
声

悠
々
ク
ラ
ブ
　
寳
藏
　
史
朗

手
入
れ
よ
き
道
沿
い
の
庭
に
傘
さ
し
た
る

　

如
く
に
咲
き
よ
り
し
だ
れ
梅
の
花

雑
草
は
寒
き
冬
に
も
根
を
張
り
て

　

手
で
抜
き
難
し
野
生
の
ち
か
ら

明
日
葉
の
新
し
い
葉
は
次
々
と

　

大
き
く
伸
び
て
地
面
を
被
う

清
涼
会
　
林
　
金
太
郎（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

天
満
屋
は
院
展
美
術
で
年
が
明
け

　

絵
画
堪
能
抹
茶
一
服

正
月
に
日
本
神
話
の
物
語
り

　

備
中
神
楽
今
年
安
泰

辰
年
は
竜
が
昇
り
金
高
値

　

株
価
上
昇
経
済
発
展

◆
俳　

句
曽
根
老
人
ク
ラ
ブ
　
若
松
　
俊
子

あ
と
何
年
植
え
ら
れ
る
か
な
ト
マ
ト
植
え

文
月
や
ひ
孫
待
ち
た
る
カ
レ
ン
ダ
ー

老
々
の
介
護
に
暮
れ
る
花
見
か
な
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こ
の
た
び
は
「
桃
太
郎
シ
ニ
ア
岡
山
」
第
95
号
の
発
刊
に
対

し
、
広
告
掲
載
の
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
本
紙
は
今
後
も
紙
面
を
通
じ
て
市
老
連
活
動
や
各
地
区

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
状
況
な
ど
を
会
員
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ま

に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
会
員
の
交
流
、
地
域
社
会
と
の

連
携
を
広
げ
る
広
報
紙
と
し
て
さ
ら
に
紙
面
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
本
紙
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
引
き
続
き

ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご協賛いただいた皆様へ
御　礼

▼
残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
桃
太
郎
シ
ニ
ア
岡
山
第
95
号
」
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
。
▼
発
刊
に

あ
た
り
ま
し
て
、
会
員
皆
さ
ま
の

ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
▼
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ

ま
の
元
気
な
姿
や
楽
し
い
ク
ラ
ブ

活
動
の
様
子
を
ご
紹
介
し
て
い
け

る
よ
う
努
め
ま
す
の
で
、
ご
愛
読

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
再
び
拡
大
し
て
お
り

ま
す
。
今
一
度
、
感
染
対
策
を
意

識
し
、
安
心
・
安
全
な
ク
ラ
ブ
活

動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。
皆
様
の

ご
健
勝
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

編

後
集

記

　秋ののどかな朝、 旧友を訪ねて牟佐地区を走っていた時、 路傍に紅白の彼岸
花が仲良く咲いているのを発見しました。 彼岸花（花言葉：また逢う日をた
のしみに！）の呼び名は多く有り、 曼殊沙華、 狐花、 雷花、 レッドスパイダーリ
リー、シロバナマンジュシャゲ等いろいろ呼ばれる事も有ります。赤い彼岸花
は日本全国に生息していますが、 白い彼岸花はおもに九州に自生しているよう
で、 何方かが移植したのでしょうか！  少し心が落ち着きました。

　『桃太郎シニア岡山』96号発行
に向けて、会員の皆さま方からの
投稿をお願いします。
　文芸「詩・短歌・俳句・川柳」、
また、単位クラブの活動状況、身
近な出来事などの投稿をお待ちし
ております。
　原稿には①所属老人クラブ②氏
名をご記入の上、関連写真・資料
などを添付してください。

　分量は400字詰め原稿用紙２枚
以内。文芸は３句（首）まで。なる
べく原稿用紙を使用してくださ
い。なお、原稿や写真・資料など
は返却できません。
　また、編集の都合上、多少の修
正や長文などはカットする場合が
あることをご了承ください。
▶次号96号 令和 7年1月発行
▶︎原稿締切 10月8日㈫

原
稿
を
募
集
し
ま
す
！

１面 写真説明　路傍に咲く「彼岸花」
《写真提供：瀧本　幸弘（宿老友クラブ）》

〈
文
化
教
養
部
会
〉

 

　
部

会

長
　
入
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桂
子

 

　
副
部
会
長
　
古
好 

　
秀
男

 

　
部

会

員
　
瀧
本 

　
幸
弘

 
　
　
　
　
　
　
　
石
田 

　
恵
三

 
　
　
　
　
　
　
　
守
屋 

八
洲
夫

 
　
　
　
　
　
　
　
田
宮 

　
義
行

 

　
　
　
　
　
　
　
川
合 

　
　
宏

　 

　
　
　
　
　
　
曽
我 

　
堯
一

 

　
　
　
　
　
　
　
塚
田 

千
代
子

 

　
　
　
　
　
　
　
羽
場 

　
節
子

 

　
　
　
　
　
　
　
藤
井 
タ
カ
子

 

　
　
　
　
　
　
　
大
森 
登
美
子

「桃太郎シニア岡山」の
表紙写真を募集します。風景や花、鳥などお気に入りの写真がございまし
たら、右記の市老連事務局までご連絡ください。☎086-232-1102

素敵な写真をお待ちしております！
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